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名都借の木 

「決定的瞬間」 アンリ・カルティエ＝ブレッソン 

 思い出を残すために写真を撮ることは多いと思います。今では  
携 帯 電 話 や ス マ ー ト フ ォ ン に つ い て い る カ メ ラ を 使 う の が 
ごく普通になりました。皆さんも生活のなかで、友達や家族、 
風景などをスマホのカメラで撮ることが多いのではないでしょうか。 

今年はアンリ・カルティエ＝ブレッソンの生誕 110 周年
です。1908 年 8 月 22 日にフランスで生まれ、第 2 次世
界大戦を通して報道写真家として有名になりました。 

子どもと写真でコミュニケーション 

 お子さんが遊んでいるところや、どこかへお出かけした時の 
写真は後から見返しても楽しいものです。 

気軽に撮ろう ぶらりご近所歩き 

 流山市立図書館にも、写真の撮り方の本（請求記号 743～）が 
数多くありますが、たいていは一眼レフや交換レンズを使うことが 
前提になっています。 
 「スマホのカメラじゃだめなの？」 

いいえ、そんなことはありません。丹野清志著「ニッポンぶらり 
カメラ旅」は、気軽に写真を撮ろう、カメラもスマホもそれぞれの 
利点を生かして使えばいい、と勧めています。 

平成最後の夏、どんな思い出を残しますか？ 

1952 年に出版された写真集「逃げ去るイメージ」は、 
アメリカでは「決定的瞬間」というタイトルで出版されました。 
ブレッソンはスナップ写真で有名ですが、小型カメラを使い、 
自由に動いて構図を決め、気付かれないように「決定的瞬間」を 
撮ったとのことです。 

 ステップアップした写真を撮りたい方には、 
川野恭子著「はじめての「ゆるかわ写真」レッスン」 
がおすすめです。 

 “子どもの写真の撮り方”の本はたくさん 
ありますが、高濱正伸著「思い出に残る子どもの 
写真を撮る方法」には、子どもと向き合ったり、 
見守ったりしながら、写真をとるヒントが分り 
やすく書かれています。まえがきによると“秘訣は 
コミュニケーション”とのことです。 

丹野清志著 
「ニッポンぶらりカメラ旅」 
(玄光社, 2016 年) 

高濱正伸著「思い出に残る 
子どもの写真を撮る方法」 
(草思社, 2010 年) 

川野恭子著「はじめての「ゆるかわ写真」レッスン」 
(技術評論社, 2010 年改版) 

ライカ IIIa (ライカ G) 
ブレッソンも使っていたようだ。  
© Kameraprojekt Graz 
2015 /Wikimedia Commons 
/CC BY-SA 4.0 



 

  
 
 
 
 

   

 

  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他にこんな本もあります！ 

この本もおすすめです！ 
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●「小・中学校向け課題図書の取り扱い」 

図書館に、小・中学校向け課題図書が所蔵されていることは、ご存知ですか？ 

しかし、やはり夏季休暇期間は、お客様のご要望が多く大変予約が立て込みます。できるだけ多くの 

お客様にご利用いただくために、図書館では次のルールで貸出・予約の受付を行っています。 

  

・7 月 1 日～8 月 31 日は、市内在住・在勤・在学の方のみ、借りることができます。 

 ・次に予約が入っている図書は、通常と異なり貸出期間が 1 週間になり、延長はできません。 

予約の取り置き期限も、特別に 5 日間となります。 

 ・近隣市在住の方は、貸出・予約の受付可能が９月１日からとなります。 

・ご連絡がつかず、予約本の到着後１週間過ぎた場合は、予約の取消となります。 

 

今年も、皆様のご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。 

松嶋 憲昭/著 
『桶狭間は晴れ、のち 
豪雨でしょう 天気と日本史』 
メディアファクトリー新書 

（KADOKAWA） 

柚木 利博/編 
 『日本人なら知っておきたい 
言葉の由来』 双葉新書(双葉社) 

 身近な教養を解説してくれる 

手のひらサイズの本「新書」を 

ご紹介します。 

本 書 は 『 三省 堂 国 語辞 典 

第 7 版 』 出 版 に む け て 、 

巷にあふれる言葉の海から、 

飯間浩明/著 
『辞書を編む』 光文社新書 

（光文社）  

～ 言葉でつくられる世界 ～ 

内田 詮三/著 
『沖縄美ら海水族館が 
日本一になった理由』 
光文社新書  
（光文社） 

 

「“にっちもさっちも”の“にっち”って 

何」「うさん臭いってどんな匂い」など 

１ ６ ０ も の 言 葉 の 意 味 と 由 来 が 

わかり易く解説されています。 

 
中野 信子 澤田 匡人/著 
『正しい恨みの晴らし方 科学で読み解く 
ネガティブ感情』 ポプラ新書(ポプラ社) 

 つらい「ねたみ」や「嫉妬」の感情に 

自分で名前をつけてみましょう。負の 

感情との付き合い方を、脳科学者と 

心理学者の著者二人が提案します。 

“言葉“を拾い、選び、「要するに・・」というわかり易い 

説 明 文 を つ け る 「 辞 書 を 編 む 仕 事 」 が 情 熱 的 に 

語られます。「右」や「愛」の項目についての文章は、 

胸にグッときます。下記の『日本人なら知っておきたい 

言葉の由来』と一緒に読むと、生きている言葉を 

記録することの意義と面白さを強く感じられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 ヒストリーカフェ 
    向小金で暮らした縄文人 
   科学創作教室 

風船ホバークラフトをつくろう 
８月 第４回 おばけ集会 
９月 絵ろうそくをつくろう 

 
くわしい内容は、広報ながれやまやポスター・チラシ、 

木の図書館ホームページでチェックしてね！！ 

 

本を読むのが苦手でも、 

これなら読めるかも！ 

 
楽しい夏休みにするために 

夏休みの宿題に関する 

図書の貸し出しはお早めに!! 

自由工作や自由研究、読書感想文課題図書は、 

ご利用になる方が毎年多くいらっしゃいます。 

１人でも多くの人が利用できるように、早期のご予約をオススメしております！ 

 
宿題は、はやめに 

おわらせちゃおう！ 

『漫画から学ぶ生きる力 災害編』 

監修／宮川総一郎  ほるぷ出版 

災害が紹介された漫画のほか、 
災害史年表ものっています。 
このシリーズは全５冊あるので、 
よかったら、ほかの本も見てね！！ 

『まんがで学習 おぼえておきたい 
短歌１００』 

編著・萩原昌好 画・山口太一 
あかね書房 

ひとつひとつに 4 コマまんがと解説
がついています。「歌」の豆知識も読
んで、知識を深めよう！ 

『はだしのゲン 愛蔵版 第1 巻』 
中沢啓治   汐文社 

広島の被爆者一家を中心とした 
戦中・戦後の生活がわかる長編まんが。 
全10 巻あります。この夏、戦争に 
ついて考えてみては？ 



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土へのいざない vol. 16 

 

夏期月曜開館のお知らせ 

開館時間 火曜日～土曜日      :９時３０分～１９時 

～「逆川」から「坂川」へ～ 

これからの木の図書館 
 

 

連絡先 
木の図書館  

電話：04-7145-8000 

流山市の南部を東から西へ走り、松戸市方向に流れて 
江戸川に注ぐ、約 16 キロメートルの「坂川」。この川は、 
江戸時代にはほとんど傾斜がなく流れていることと、 
合流する江戸川との落差が少ないことから、大雨が降ると 
増水し、江戸川の水があふれ、坂川に逆流し、流域に洪水の 
被害が発生していたそうです（図１）。 

流山市立図書館では、7 月 23 日から 8 月 31 日 
 

の間は、月曜日も開館いたします。 
 
木の図書館の開館時間は以下の通りです。 

 
 

火曜日～土曜日  ：９時３０分～１９時 

木の図書館カレンダー    
休館日 月曜日（祝日の場合は火曜日） 

※7/23～8/27 の月曜日は開館します 
月末日（土・日・祝日を除く） 

 

参考資料：流山市立博物館編「博物館で 
タイム・トリップ 改正版」（流山市立博物館, 
2012 年） 

：９時３０分～１７時 
日曜日・祝日 

7/23～8/31 の月曜

流域の村々は、洪水を防ぐために、坂川の流れを 
改善しようと、改修を幕府に願い出ました。しかし工事の 
許可はなかなか下りず、やっと着手できても工事は困難の 
連続で、改修工事は半世紀にもわたったそうです。 

完成した時には、村の人々は「坂を下るように流れる 
川になった」と喜んだと伝えられています。 （図１）改修工事する前の江戸川と坂川 

※イメージ 

江戸川と坂川の土地の高さに差が無いため、 

江戸川の水が増えると、坂川に流れ込み、 

あふれてしまいます 

この改修工事に取り組んだ中心人物は、鰭ヶ崎村の名主 
渡辺庄左衛門でした。改修工事願いを幕府に出し、周辺の 
人々の意見をまとめ、願い出にかかる費用を用立て、 
さらに工事責任者になり、３代５０年間以上にわたって 
この川の改修工事に力を尽くしたといわれています。 

7/23～8/31 の間は 
月曜日も 

開館いたします。 


